
項目

「警備業法施行規則第38条」令和元年8月30日施行

免除10時間

13時間（※5時間）

20時間（※5時間）

免除

3時間（※2時間）免除

10時間（※5時間）免除

免除免除

3時間（※2時間）免除

10時間（※5時間）免除

機械警備業務管理者

10
・機械警備業務管理者で、機械警備業務以外に従事する警備員
例⑨：機械警備業務管理者で、施設警備業務に従事する場合

11 ・機械警備業務管理者で、機械警備業務に従事させる警備員

12
・警備業務を3年以内に1年以上経験し、今後は機械警備業務に従事する警備員
例⑩：3年以内に1年以上施設警備業務の経験があり、今後は機械警備業務に従事する場合
・機械警備業務管理者資格者で、警察官であった期間が通算して1年以上の経験がある警備員

9

・資格者証に係る業務に従事する警備員
・資格者証（1号）所有者で、機械警備業務に従事する警備員
・資格者証（1号以外）所有者及び機械警備業務管理者で、機械警備業務に従事する警備員
例⑧：警備員指導教育責任者2号で、交通誘導警備業務に従事する場合

免除

警備員指導教育責任者

7
・警備員指導教育責任者に係る区分以外の警備員
例⑥：警備員指導教育責任者1号で、交通誘導警備業務に従事する場合

8 例⑦：警備員指導教育責任者1号で、3年以内に1年以上交通誘導警備業務の経験があり、

　　　今後も交通誘導警備業務に従事する場合

免除３時間

・警備員指導教育責任者に係る区分以外の業務を3年以内に1年以上経験し、今後もその業務に従事する警備

6
・合格証明書に係る種別の業務に従事する警備員
・合格証明書及び機械警備業務管理者で、機械警備業務に従事する警備員
例⑤：施設警備検定合格警備員で、施設警備業務に従事する場合

検定合格者

4
・合格証明書に係る種別以外の業務に従事する警備員
例③：施設警備検定合格警備員で、交通誘導警備業務に従事する場合

5

・合格証明書に係る種別以外の業務を3年以内に1年以上経験し、今後もその業務に従事する警備員

例④：施設警備検定合格警備員で、3年以内に1年以上交通誘導警備業務の経験があり、

　　　今後も交通誘導警備業務に従事する場合

警備経験者及び元警察官

2
・これから従事する内容と同じ業務を、3年以内に1年以上経験した警備員
例①：最近3年以内に1年以上施設警備業務の経験があり、今後も施設警備業務に従事する場合

3
・これから従事する内容と違う業務を、3年以内に1年以上経験した警備員
例②：3年以内に1年以上施設警備業務の経験があり、今後は交通誘導警備業務に従事する場合
・警察官であった期間が通算して１年以上の経験がある警備員

教 育 時 間 数 一 覧 表

資格及び経験のない警備員 1

≪新任警備員教育≫ 　　　　※(　)内は実地教育可能時間で業務別教育に限られます

資格名称・経験等 教育対象の警備員 基本教育 業務別教育

7時間（※2時間）

20時間（※5時間）



項目

「警備業法施行規則第38条」令和元年8月30日施行

教 育 時 間 数 一 覧 表

・機械警備業務管理者で、機械警備業務以外に従事する警備員
例⑦：機械警備業務管理者で、施設警備業務に従事している場合

10時間

6時間

機械警備業務管理者

8 ・機械警備業務管理者で、機械警備業務に従事させる警備員 10時間

9

警備員指導教育責任者

6
・警備員指導教育責任者に係る区分の警備員
例⑤：警備員指導教育責任者1号で、施設警備業務に従事している場合

免除 免除

7
・警備員指導教育責任者に係る区分以外の警備員
例⑥：警備員指導教育責任者1号で、交通誘導警備業務に従事している場合

免除

2級検定合格者

4
・合格証明書に係る種別の業務に従事する警備員
例③：施設警備検定合格警備員で、施設警備業務に従事している場合

免除 6時間

5
・合格証明書に係る種別以外の業務に従事する警備員
例④：施設警備検定合格警備員で、交通誘導警備業務に従事している場合

免除 6時間

1級検定合格者

2
・合格証明書に係る種別の業務に従事する警備員
例①：施設警備検定合格警備員で、施設警備業務に従事している場合

免除 免除

3
・合格証明書に係る種別以外の業務に従事する警備員
例②：施設警備検定合格警備員で、交通誘導警備業務に従事している場合

免除 6時間

一般の警備員 1 10時間

≪現任警備員教育≫

資格名称・経験等 教育対象の警備員 基本教育 業務別教育


